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ロームシアター京都 2020 年度自主事業［演劇、参加／学び］  

地域の課題を考えるプラットフォーム  

「劇場で考える。支えること、支えられること  

―舞台作品『Pamilya (パミリヤ)』の映像上映と関連プログラム」  

 
『 Pamilya（ パ ミ リ ヤ ）』 撮 影 ： 富 永 亜 紀 子  

 

地域社会と劇場の双方向的なコミュニケーションを目指すプログラム  

舞台作品の映像上映を通して、考える場を作ります  

2020 年 11 月 13 日（金）～15 日（日）  

ロームシアター京都  ノースホール  

 

 

 

2020（令和 2）年 11 月 4 日  報道発表資料  

［本 リリース発信元］  ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）  

 

広報担当：松本、長野       

 

[本リリースに関するお問合せ先 ]  

ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）  広報担当：松本、長野  

電話：075-771-6051（9：00～17：00）  FAX:075-746-3366 E-mai l :press@rohmtheatrekyoto.jp  
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「 地 域 の 課 題 を 考 え る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 」 は 、 地 域 と 劇 場 の 双 方 向 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

を 促進 さ せ る ため 、 ロ ー ムシ ア タ ー 京都 が 2017 年度 か ら 実施 し て い るプ ロ ジ ェ クト で す 。

2019 年度 、2020 年 度 を通 じ て 、 誰に で も 開 かれ た 劇 場 のあ り 方 を 模索 、 実 践 して い ま す 。 

昨 年度 に 引 き 続き 、ア ド バイ ザ ー に 長津 結 一 郎 氏（九 州 大 学 大学 院 芸 術工 学 研 究 院助 教 ）、市

内 福 祉 施 設 と の コ ー デ ィ ネ ー タ ー に 奥 山 理 子 氏 （ Social Work/Art Conference デ ィレ ク タ

ー ）を 迎え 、福 祉 施 設 等 への ヒ ア リ ング 、市 民 と共 に 考 え るシ ン ポ ジ ウム の ほ か 、特 定の 演 目

へ の障 害 者 の 鑑賞 支 援 サ ポー ト を 実 施し ま す 。  

今 年 度 の プ ロ グ ラ ム の 一 つ で あ る 「 劇 場 で 考 え る 。 支 え る こ と 、 支 え ら れ る こ と ― 舞 台 作 品

『 Pamilya (パ ミ リ ヤ )』 の 映 像 上 映 と 関 連 プ ロ グ ラ ム 」 は 、あ る 舞 台 作品 を 手 が かり に 、 地

域 社会 の 中 に ある 課 題 に つい て 考 え 、参 加 者 同 士が 意 見 交 換す る 場 を 作る 試 み で す。  

今 回上 映 す る 舞台 作 品『 Pamilya（ パ ミ リ ヤ ）』は、京 都 を 拠点 に 活 動 する 演 出 家・村 川拓 也

が 、福 岡 県 で のリ サ ー チ を経 て 創 っ た 作 品 で す 。主 人 公 は 、実 際 に 福 岡県 の 特 別 養護 老 人 ホ ー

ム で 働 く フ ィ リ ピ ン 人 介 護 士 の 女 性 。 舞 台 上 に は 主 人 公 本 人 が 登 場 し 、 日 々 の 仕 事 の 様 子 を

「 再現 」 し ま す。  

『 Pamilya（ パ ミ リ ヤ ）』 と い う タ イ ト ル は 、 タ ガ ロ グ 語 で 家 族 を 意 味 し ま す 。 主 人 公 は 、 フ

ィ リピ ン に 住 む大 好 き だ った 祖 母 の 死に 立 ち 会 えな か っ た と言 い ま す 。「 た っ たひ と り の お ば

あ さん の 面 倒 もみ ら れ な いの に 、 ど うや っ て 利 用者 さ ん た ちの 面 倒 を みる こ と が でき る ？ 」  

人 間 は 、 誰 も が 支 え る 側 に も 支 え ら れ る 側 に も な り ま す が 、 そ の 関 係 は 社 会 の 変 化 に 伴 っ て

大 きく 変 わ り ます 。「 家 族 」とい う 枠 組 みは 、変 わり ゆ く 関 係性 の 縮 図 と言 え る か もし れ ま せ

ん 。 作 品 の 上 映 、 レ ク チ ャ ー や シ ン ポ ジ ウ ム 、 そ し て 参 加 者 同 士 の 語 り 合 い を 通 し て 、 少 子

化 、高 齢 化 が 進む 社 会 に おけ る 、 支 える こ と 、 支え ら れ る こと に つ い て考 え ま す 。  

----------------------------------------------------------------------------------------  

 

■実施スケジュール  

・11 月 13 日（ 金 ） 19 時 30 分 ～  上 映 ＋ 演 出家 に よ る アフ タ ー ト ーク  

・11 月 14 日（ 土 ） 13 時 30 分 ～  上 映 ＋ レ クチ ャ ー  ※終 了 予 定 17 時  

・11 月 14 日（ 土 ） 19 時 30 分 ～  上 映 ＋ 演 出家 に よ る アフ タ ー ト ーク  

・11 月 15 日（ 日 ） 13 時 30 分 ～  上 映 ＋ シ ンポ ジ ウ ム  ※ 終 了 予 定 17 時 30 分  

13 日 （ 金 ）  19:30 上 映 （1）＋ ア フ ター ト ー ク  

14 日 （ 土 ） 13:30 上 映 （ 2）＋ レ ク チャ ー  19:30 上 映 （3）＋ ア フ ター ト ー ク  

15 日 （ 日 ） 13:30 上 映 （ 4）＋ シ ン ポジ ウ ム   
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■舞台作品『Pamilya（パミリヤ）』について（ 公 演 映 像を 上 映 ）  

演 出： 村 川 拓 也  

ド ラマ ト ゥ ル ク： 長 津 結 一郎  

出 演： ジ ェ ッ サ・ ジ ョ イ ・ア ル セ ナ ス  

映 像撮 影 ・ 編 集： 仁 田 原 力、 と う ど う美 由 紀  

※ 上映 時 間 ： 約 75 分  

村 川拓 也 （ む らか わ  た くや ）  

演 出家・映 像 作家 。1982 年生 ま れ 。京都 市 在 住。ド キ ュ

メ ンタ リ ー や フィ ー ル ド ワー ク の 手 法を 用 い た 作品 を 、映

像・演 劇・美 術 など 様 々 な 分野 で 発 表 し、国 内 外 の芸 術 祭 、

劇 場よ り 招 聘 を受 け る 。 1 人 の キ ャス ト と そ の 日の 観 客 1

人 を舞 台 上 に 招き 、介 護 する ／ さ れ るこ と を 舞 台上 に 再 現

す る 『 ツ ァ イ ト ゲ ー バ ー 』（ 2011） は 国 内 外 で 再 演 さ れ 、

2014 年に は HAU Hebbel am Ufer（ ベ ルリ ン ）の「 Japan Syndrome Art and Politics after 

Fukushima」 に て 上 演 さ れ た 。 村 川 か ら 事 前 に 送 ら れ て き た 手 紙 （ 指 示 書 ） に 沿 っ て 舞 台 上

の 出演 者 が 行 動す る『 エ ヴェ レ ッ ト ゴー ス ト ラ イン ズ 』（ 2013）な ど の作 品 群 は、虚 構 と 現実

の 境界 の 狭 間 で表 現 の 方 法論 を 問 い 直し 、現 実 世界 で の 生 のリ ア リ テ ィと は 何 か を模 索 す る 。

2016 年に は 東 ア ジア 文 化交 流 使（文 化 庁 ）と して 中 国・上 海 ／ 北 京 に滞 在 し ワ ーク シ ョ ッ プ

を 行う 。近作 、『 イン デ ィ ペン デ ン ト  リ ビ ン グ』は KYOTO EXPERIMENT 京 都 国際 舞 台 芸 術

祭  2017 で 初演 し 、テ ア ター フ ォ ル メン（ ブ ラ ウン シ ュ バ イク 、2018）に招 聘 さ れ た。セ ゾ

ン 文化 財 団 ジ ュニ ア ・ フ ェロ ー 、 京 都造 形 芸 術 大学 舞 台 芸 術学 科  非 常勤 講 師 。  

 

■関連プログラムについて  

○ レク チ ャ ー ： 11 月 14 日 （ 土 ）『 Pamilya（ パ ミリ ヤ ）』 の公 演 映 像 上映 （ 13:30～ ） 後  

日 本の 介 護 現 場に お け る 外国 人 介 護 士に つ い て  

講 師： カ ル ロ ス  マ リ ア ・レ イ ナ ル ース （ 龍 谷 大学 教 授 ）  

 

○ シン ポ ジ ウ ム： 11 月 15 日 （ 日 ）『 Pamilya（ パ ミ リ ヤ）』 の 公 演 映 像上 映 （ 13:30～ ） 後  

介 護と 家 族 に つい て  

パ ネリ ス ト：菅 野 優 香（同 志 社 大 学准 教 授 ）、河 本歩 美（ 高齢 者 福 祉 施 設  西 院  所 長）、渡 邉 琢

（ 日本 自 立 生 活セ ン タ ー  介 助 コ ー ディ ネ ー タ ー）   

 

フ ァシ リ テ ー ター ：長 津 結一 郎（ 九 州 大 学大 学 院芸 術 工 学 研究 院  助 教 ）／奥 山 理 子（ Social 

Work/Art Conference デ ィレ ク タ ー ）  
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■登壇者プロフィール  

・ カル ロ ス  マリ ア ・ レ イナ ル ー ス  

フ ィ リ ピ ン 国 ブ ラ カ ン 州 出 身 。 １ ９ ８ ７ 年 に 国 費 留 学 生 と し て 来 日

し 、神 戸大 学 で 博 士（ 経 済学 ）取 得 。現 在 龍 谷 大学 国 際 学 部教 授 。主

な 研 究 テ ー マ は 日 本 に お け る フ ィ リ ピ ン 人 介 護 士 、 と り わ け 彼 ら の

日 本 の 介 護 労 働 市 場 で の 定 着 の 課 題 、 お よ び フ ィ リ ピ ン 人 看 護 師 の

多 段 階 的 国 際 移 動 。 最 近 、 在 日 フ ィ リ ピ ン 人 の 老 後 の 問 題 に つ い て

も 調査 を 行 っ てい る 。今 回は 在 日 フ ィリ ピ ン 人 にと っ て 、「 家 族 」と

は どう い う 意 味を 持 っ て いる の か に つい て 考 え てみ た い 。   

 

・ 菅野 優 香 （ かん の  ゆ うか ）  

同 志社 大 学 教 員 。専 門 分 野は 、視 覚 文 化研 究 、ク ィア・ス タ デ ィ ー ズ 。

映 像 に お け る ジ ェ ン ダ ー や セ ク シ ュ ア リ テ ィ 、 人 種 の 問 題 に 関 心 を

寄 せ、ク ィア・シ ネ マ や LGBTQ 映 画 祭を テ ー マに 、映像 と ア ク テ ィ

ビ ズム 、コ ミ ュ ニテ ィ の 生成 な ど の 問題 に 取 り 組ん で い る 。主要 論 文

に 「政 治 的 な こと は 映 画 的な こ と ―  1970 年 代 フェ ミ ニ ス ト映 画 運

動 」『 思 想 』 (2020 年 ３ 月号 )、「 コミ ュ ニ テ ィ を再 考 す る ―ク ィ ア ・

LGBT 映画 祭 と 情 動の 社 会空 間 」『 クィ ア ・ ス タデ ィ ー ズ をひ ら く 』

（ 晃洋 書 房 、 2020 年 ） など 。  

 

・ 河本 歩 美 （ こう も と  あゆ み ）  

（ 福） 京 都 福 祉サ ー ビ ス 協会  「 高 齢者 福 祉 施 設  西 院 」 所長  

1994 年 よ り 介護 職 と し て 、法人 に 勤 務 。2007 年 よ り 、現 職場 で 管 理

者 とし て 従 事 する 。  

介 護が 必 要 と なっ た 高 齢 者が 、そ の 人ら し く 輝 き続 け る た めの 仕 掛 け

と して 、「 はた ら く」活 動 を通 し て、高 齢 者 が 活 躍で き る 機 会づ く り に

取 り組 ん で い る。最 近 は 、異 業 種 連 携や 山 間 地 域の 活 性 な ど、福 祉 の

枠 を 超 え る こ と で 高 齢 者 を 含 む 誰 も が 暮 ら し や す い 社 会 づ く り に な

る と信 じ て 活 動に 励 ん で いる 。  
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・ 渡邉 琢 （ わ たな べ  た く）  

1975 年 生 ま れ。 京 都 大 学大 学 院 文 学研 究 科 博 士前 期 課 程 修了 。  

2000 年 、 日本 自 立 生 活 セン タ ー に 介助 者 登 録 。 2004 年度 に 同 セ

ン ター に 就 職。以 降 、障 害者 の 自 立 生活 運 動 や 介護 保 障 運 動に 事 務

局 兼介 助 者 と して 尽 力 。  

現 在 、日 本 自 立 生活 セ ン ター 事 務 局 員 、NPO 法 人日 本 自 立 生活 セ ン

タ ー自 立 支 援 事業 所 介 助 コー デ ィ ネ ータ ー 、ピ ープ ル フ ァ ース ト 京

都 支援 者 。  

著 書に『 介 助者 た ち は、ど う生 き て い くの か 』（ 生 活書 院 、2011 年 ）、

『 障害 者 の 傷 、介 助 者 の 痛み 』（ 青 土社 、 2018 年 ）  

----------------------------------------------------------------------------------------  

 

■開催概要  

事 業名：地 域 の 課 題を 考 える プ ラ ッ トフ ォ ー ム「 劇 場で 考 え る 。支 え るこ と 、支 え ら れる こ と  

― 舞台 作 品 『 Pamilya (パミ リ ヤ )』の 映 像 上 映  と 関 連 プ ログ ラ ム 」  

開 催日 ： 2020 年 11 月 13 日 （ 金 ） ～ 15 日 （ 日）  

会 場： ロ ー ム シア タ ー 京 都（ 京 都 市 左京 区 岡 崎 最勝 寺 町 13）  ノ ー ス ホー ル  

料 金（ チ ケ ッ ト）：  

一 般  1,000 円  

ユ ース （ 25 歳 以 下 ）  500 円  

高 校生 ・ 18 歳 以 下  無 料  

チ ケッ ト 取 扱 ：  

■ オン ラ イ ン チケ ッ ト  ２４ 時 間 購 入可  ※ 要 事前 登 録 （ 無料 ）  

https://www.e-get.jp /kyoto /pt /  

■ ロー ム シ ア ター 京 都  チケ ッ ト カ ウン タ ー  

TEL.075-746-3201（ 窓 口・ 電 話 と も１ ０ ： ０ ０～ １ ９ ： ００ ／ 年 中 無休  ※ 臨 時休 館 日 を  

除 く）  

■ 京都 コ ン サ ート ホ ー ル  チ ケ ッ ト カウ ン タ ー  TEL.075-711-3231 

（ 窓口 ・ 電 話 とも １ ０ ： ００ ～ １ ７ ：０ ０ ／ 第 １・ ３ 月 曜 日休 館  ※ 休日 の 場 合 は翌 日 ）  

主 催： ロ ー ム シア タ ー 京 都（ 公 益 財 団法 人 京 都 市音 楽 芸 術 文化 振 興 財 団）、 京 都 市  

協 力： 一 般 社 団法 人 HAPS（ Social Work/Art Conference）  

お 問合 せ ： ロ ーム シ ア タ ー京 都 チ ケ ット カ ウ ン ター  TEL.075-746-3201 
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【参考】「地域の課題を考えるプラットフォーム」その他の事業について  

■ ロ ー ム シ ア タ ー 京 都 レ パ ー ト リ ー 作 品  木 ノ 下 歌 舞 伎『 糸 井 版  摂 州 合 邦 辻 』公 演（ 11 月 2

日 ・ 3 日 ） で の 観 劇 サ ポ ー ト  

以 下の 観 劇 サ ポー ト を 実 施し ま し た 。  

■ みえ な い ・ みえ づ ら い お客 様 へ …11/3 （ 火 ・祝 ） 14 時 の回  

① 鑑 賞 を 補 助 す る 音 声 ガ イ ド の 提 供  ② ご 希 望 の 方 に は 地 下 鉄 東 西 線 「 東 山 駅 」 か ら の 送 迎

を 実施  

■ きこ え な い ・き こ え づ らい お 客 様 へ… 11/3 日（ 火 ・ 祝 ） 14 時 の 回  

① ポ ー タ ブ ル 字 幕 機 の 提 供  ② 磁 気 コ イ ル 付 補 聴 器 ・ 人 工 内 耳 を 装 用 の 方 に 、 舞 台 音 声 を 伝

え る機 器 を 用 意（ 補 聴 器 をお 持 ち で ない 方 に は 専用 受 信 機 を貸 出 ）  

 

■「 CONNECT⇄  」～ 芸 術・文 化・デ ザ イ ン を ひ ら く ～（ 文 化 庁 委 託 事 業「 令 和 2 年 度 障 害

者 に よ る 文 化 芸 術 活 動 推 進 事 業 」） 演 劇 ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 岡 崎 地 域 を ガ イ ド す る 」  

ロ ーム シ ア タ ー 京 都 が あ る岡 崎 地 域 で実 施 さ れ る「 CONNECT⇄  」は、障 害 のあ る な しに 関

わ らず 、さ ま ざ ま な感 性・特 性を 持 つ 人 たち が 芸術 や 文 化 、歴 史に 気 軽に ア ク セ スし 、さ ら に

参 加し た 人 た ち同 士 が つ なが り 合 い、気 づ き を 与え 合 う 機 会と な る こ とを 目 指 す プロ グ ラ ム 。

そ の一 環 と し て行 う 、 演 劇ワ ー ク シ ョッ プ で す 。  

日 時： 2020 年 11 月 21 日 （ 土 ）～  11 月 22 日 （ 日 ） 各 13 時 ～15 時  【 全 2 回 】  

会 場： ロ ー ム シア タ ー 京 都  会 議 室 ２  

講 師： 穴 迫 信 一（ 劇 作 家 ・演 出 家 ）  

定 員  6 名程 度  

対 象  中 学 生 以上 で 、何 かを 創 作 す るこ と 、自 分が 表 現 す るこ と に 興 味の あ る 方。2 回と も に

参 加で き る 方 。※ 参 加 に 際し て 支 援 が必 要 な 方 はお 知 ら せ くだ さ い 。※視 覚 、聴 覚に 障 害 の あ

る 方の サ ポ ー トを 行 い ま す。（ 手 話 通訳 や UD ト ーク が あ り ます 。）  

応 募締 め 切 り ： 2020 年 11 月 10 日 （ 火） 23 時 59 分  ※ 募 集 中  

主 催： 文 化 庁 、京 都 国 立 近代 美 術 館  

企 画協 力 ： ロ ーム シ ア タ ー京 都 （ 公 益財 団 法 人 京都 市 音 楽 芸術 文 化 振 興財 団 ）  

協 力： 一 般 社 団法 人 HAPS（ Social Work / Art Conference）、長 津 結 一郎 （ 九 州 大学 大 学 院

芸 術工 学 研 究 院助 教  

お 問合 せ ・ お 申込 み ：「CONNECT⇄  」 事 務 局 （京 都 新 聞 COM 事 業 局内 ）  

（TEL）075-255-9757 （ Mail） connect-art@mb.kyoto-np.co.jp 


